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多面的・多角的な思考に根差した教育原理の考察 
―イエナプラン教育事例をもとにした教育方法から― 
 
         作田 澄泰※１ 中山 芳一※２ 
                                                          
 思考力・判断力・表現力を重視した学校教育が求められる今日、物事に対する多面的な 
見方考え方に即した主体的な集団づくりに基づく教育原理の在り方が必要とされる。特に、 
対話による直接コミュニケ－ション的行為に関する教育方法の充実による、道徳的心情、道 
徳的判断力に根差した崇高な道徳性の構築、多面的な見方考え方による思考力・判断力・ 
表現力の育成については、子どもたちが将来にわたり、高等教育及び、社会人に向けた重 
要な教育原理の基礎となる。 
  上記の点について、集団づくりの根底にある人間関係づくりの構築に向け、オランダに 
おけるイエナプラン教育、我が国日本の異年齢教育における教育原理を考察し、対話、ア 
クティブラーニング等のコミュニケーション的行為の充実により、自己肯定感、自己効力感、 
道徳性等が培われ、理想とする幸福追求に向けた教育原理が構築される旨を示唆した。 
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Ⅰ  はじめに  
  我が国日本では、急速なメディア等の情報通信の進展により、直接コミュニ 
ケーション的行為が減少し、コミュニケーション的行為の在り方も大きく変わ 
ろうとしている。そして、子どもたちにとっては、学校教育以外では、徐々に 
直接コミュニケーションが減少傾向にあり、言わば、対話による学びが培われ 
にくくなることが懸念される。理由としては、直接コミュニケーション的行為 
による対話の頻度が減少傾向にあるためか、自他の思いを共有できず、意思疎 
通をも衰退の経緯を辿りつつある。また、これらが助長を促し、「高校生の生活 
と意識に関する調査」における国際比較では、「自分はダメな人間だと思うこと 
がある」という回答に際し、全体に占める割合 72.5％(2015 調査が該当)1)  を 
示し、自肯定感の衰退と共に、義務教育課程における幸福度衰退への懸念も伺 
われる。 
  一方、図１に示す、先進国における「子どもの幸福度」について、ユニセフ 
(2013)の調査 2)  によると、オランダが平均順位世界一位を示しており、日本 
と比較すると幸福度の割合が高いことが分かる。この背景としては、オランダ 
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におけるイエナプラン教育の実施が大きな背景にあると考えられ、日本の学校  
教育との在り方に大きな違いが考えられる。そして、根底にあるのは、物質的  
豊かさと環境についても大きな差が生じている。また、全ての国民を対象とし  
た世界幸福度ランキング(国連 20 図１ 子どもの幸福度に関する総合順位表 
19)によると、「1 位 フィンラン
ド、2 位 デンマーク、3 位 ノル
ウェー、4 位 アイスランド、5
位 オランダ、6 位 スイス、7
位 スウェーデン、8 位 ニュー
ジーランド、9 位 カナダ、10
位 オーストリア」とあり、日本
は 58 位であった。3) 
   こうした背景には、学校教 
育をはじめとする地域家族社会 
における、環境及び安全などを 
含む、安心した教育環境による 
課題の違いが考えられる。この 
イエナプラン教育に関連する先 
行研究として、楢原(2019)は、 
子ども自らが学びを計画し、他 
者や自然と関わり合い、学び合 
う営みのなかで異質性を尊重す 
る 4)  ことを示唆しており、また、田中(2018)は、生活との差異に基づく授業の 
構想とその実践 5)  について明らかにしている。しかし、これらの先行研究を  
鑑みると、イエナプラン教育の目指す異年齢コミュニケーション的行為の教育  
原理に関する内容について、さらに具体的な検討を行う必要がある。特に、異 
年齢ならではの価値の共有によるコミュニケーション的行為のもたらす意義に  
ついて究明すると共に、イエナプラン教育による授業形態の独自性及び、効果  
について考察を行う。さらには、現代社会に不足する「人との繋がりに関する  
いのちの大切さ」について、異年齢の側面から我が国日本の教育を事例に取り  
上げ、コミュニケーション的行為の本質に関する教育原理を究明する。なお、  
本研究では、以上の課題をもとに、オランダにおける教育及び、社会を取り上  
げ、今後の日本教育の幸福追求に根差した教育原理の考察を行うものとする。  
  
Ⅱ  イエナプラン教育における教育原理の考察  
１  異年齢学習の視点から考える教育原理 
  ここでは、Ⅰに示す世界幸福度ランキング上位であるオランダの教育につい
て取り上げる。一体何故、オランダの子どもたちは、幸福感を得ているのであ
ろうか。オランダの歴史的背景には、1806 年に始まった公立学校制度が国家に
よって管理され、また、私立学校の設立はほとんど認められなかった過去があ
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 る。そして、1848 年のオランダ憲法の改正によって、自由主義的な改革が進ん
でいき、この改正によって、「教育の自由」、「自治体によって公的な教育の補償
のために学校を設立する」ことなどが規定された。これらの歴史的背景から、
オランダにおける教育には、井上(2018)の先行研究にもあるように、ペーター
ゼン(1924)により始められた「イエナプラン教育」による異年齢学習形態が主
流 6)  となっており、従来型の日本の学校教育方法論とは大きく異なっている。
オランダでは、4 歳から 12 歳までが小学校教育の年齢となっており、イエナプ
ラン教育では小学校過程において、「4 歳から 6 歳」「6 歳から 9 歳」「9 歳から
12 歳」の 3 順の異年齢学習を経験する。我が国日本において今日、イエナプラ
ン教育が導入され、異年齢学習によるイエナプラン教育の良さを取り入れよう
としている現状である。それでは、何故、異年齢学習が効果的かつ、有効であ
るとされつつあるのであろうか。それには、異年齢という異なる発達段階によ
る学習形態が大きな効果をもたらすとされている。この異年齢学習では、様々
な異論が成される中、発達過程である小学校児童においては、近年齢差の交流
により、異なる発達年齢による価値が多様化されると考えられる。また、イエ
ナプラン教育では、異年齢による「サークル状」「少人数によるグループ学習」
が用いられ、対話によるコミュニケーション的行為を充実させることとしてい
る。以下に示す写真は、オランダにおけるイエナプラン学校の様子であり、サ
ークル状の会話形態になっていることが分かる。また、異年齢による会話が行 
 図２  イエナプラン学校の様子 7)  
われることにより、異年齢間に
おける気軽な会話を行うことが
できる仕組みとなっている。そ
して、こうした会話形態におい
ては、リラックス効果が考えら
れており、異年齢間により心を
開き、相手に自分の心を打ち解
けようとする手法であると考え
られる。では、こうしたコミュ
ニケーション的行為において、
どのような教育原理による働きと効果が及ぼされることになるのであろうか。 
  これには、ある一定の小集団化における、心の安堵感によるコミュニケーシ
ョン的行為が成立していることにある。例えば、我が国日本の従来型の授業形
態をみると、教師が児童生徒の前に立つことが多く、児童生徒との距離感が大
きい。しかし、イエナプラン教育では、教師が児童生徒の中に入り、共に会話
形態の中に入ることで、児童生徒たちも「先生が一緒に入ってくれている」と
いう安堵感が得られるものと思われる。もし、教師の存在しない異年齢会話で
あった場合ではどうであろうか。異年齢集団であるため、年齢の高学年児童に
対し、低学年児童には躊躇いなどが表れ、十分な会話が行われないことが想定
され得る。よって、教師の果たす役割は大きく、教師が会話形態の中に同化す
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ることにより、異年齢児童生徒たちが主体的に会話しようとすることが予想さ
れる。また、教師自身が「共に学ぶ」という視点に立ち、決して児童生徒たち
の意見を否定せず、異論しながら価値を共有或は、咀嚼していくことが重要で
ある。イエナプラン教育に関する教育原理については、我が国日本の教育形態
とは大きく異なり、児童生徒たちに寄り添う点が一層重視されているとも言え
る。すなわち、教師と児童生徒たちがひとつの集合体となり、共にひとつの学
級という学びの共同体を形成しているのである。つまり、このような異年齢に
よる学び合いにより、他学年との交流による価値の共有が成され、これまでの
各々の生き方に問いかけ、「自他への尊厳」と未来にわたる道徳的、倫理的な要
素を培うことに繋がるものと思われる。  
 
２  アクティブラーニングとコミュニケーション的行為の充実  
  イエナプラン教育の目的は、経験の重視、発達の重視、世界に目を向ける、
共同の重視、批判精神の重視、意義を求める学びである。8)  その学びを子ど
もたちが経験するために、イエナプラン教育では、対話、仕事（勉強、係）、遊
び、催しを循環させながら活動していく。特徴としては、異年齢かつ、サーク
ル上において、関わり合いをもちながら学びを深めていこうとするものであり、
他の児童たちと共に相互主体的な学びを活動的に行うものである。つまり、異
年齢によるアクティブラーニングのコミュニケーション的行為を充実させるこ
とにより、「～さんに教えてもらって、高学年の人は凄いと思った」「低学年に
教えることで自信になった」などの効果も期待できる。そして、自他の相互主
体的なコミュニケーション的行為を行うことにより、これまでの自分自身の思
考概念を超える価値を共有することが予想される。例えば、「～さんはこんな意
見をもっていて参考になった」「～さんは相手に優しいところが素晴らしい」「自
分のことを分かってもらえて嬉しい」などの他、様々な価値の共有が考えられ
る。 
図３ イエナプランのマルチエイジの学級編成図 9) 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
図２のように、イエナプラン校の学級編成は、マルチエイジグループが基本
であり、通常、３つの年齢のグループ（4-6 歳児グループ、6-9 歳児グループ、
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 9-12 歳児グループ）から構成される。子どもたちは、3 年間を同じ教室の同じ
グループリーダーの下で年少・年中・年長の三つの立場を経験しながら過ごし、
それを繰り返しながら小学校を卒業し、この間において、兄弟のような家族関
係を経験することとなる。ペスタロッチー(1746-1827)は、「教育には家庭的温
かさが重要である」点を述べており、イエナプラン教育の目指す、異年齢間に
よる兄弟愛の要素を備え得る点については、人間愛による人格形成として極め
て重要な教育方法と言える。特に昨今の家庭教育事情では、少子化に伴い、兄
弟数の減少や核家族化などにより、家庭による関わり合いの希薄化が進んでい
る。そのため、学校における異年齢教育は、ただ単なる発達年齢の異なる関わ
り合いのみではなく、家族愛に即した教育面も包括しているとも言える。 
  これまでに述べた教育理念のもと、イエナプラン教育では、アクティブラー
ニングによるコミュニケーション的行為の充実から、相互主体的な意思の疎通
により、道徳的価値の共有化に繋がることが想定される。なお、我が国日本の
イエナプラン教育事例として、広島県福山市内の小学校(2019)において、以下
の姿が見取れるようになったとの意見がある。 
このように、イエナプラン教育による「アクティブラーニング」「コミュニ
ケーション的行為」の充実により、引っ込み思案であった児童にも明るい表情
がみられるようになり、自己存在意識の確立と集団としての意識が構築される
ものと考えられる。すなわち、下記に示す点における効果が期待され、他者へ
の崇高な道徳的心情の構築が予想される。 
つまり、異年齢に
よる相互主体的学び
によるアクティブラ
ーニングの構築によ
り、他者との価値が共有を果たし、自他への尊厳が成されることとなる。これ
には、異年齢によるアクティブラーニングの果たす、コミュニケーション的行
為が充実されることで、意思の疎通が成され、自他を真に思う心情が培われる
こととなる。イエナプラン教育では、これらを網羅し、異年齢による価値多様
な側面から物事への多面的な見方考え方が行われ、これまでの自己を問い正す
効果も考えられる。よって、イエナプラン教育の目指す教育観としては、人と
人との望ましい人間関係の構築に向けたコミュニケーション的行為の充実を目
指すべき点にあり、また、これらを通じた学力、倫理観、道徳観などの多岐に
＜イエナプラン教育推進による児童の反応＞ 
・特別活動などの時間を中心として、高学年児童が主体性をもち、優しく教え
ていく姿が多く見受けられるようになった。 
・「責任がもてるようになった」「自分がいなければいけない」「しっかりしな
ければ」「自分よりも年上の人の意見が聞けて勉強になる」という高学年児
童による道徳的自覚を高める声。 
・「こんな～年生になりたい」などの意欲的かつ、自己肯定感を高める声。 
(1) 異年齢に関わる道徳的価値の自覚の向上 
(2) 異年齢による自尊感情と自己肯定感の向上 
(3) コミュニケーション力の向上による他者への尊厳 
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わたる教育的学びについて向上させていくものである。  
 
Ⅲ 多面的・多角的な思考に根差した教育原理の考察  
  Ⅱで取り上げた、イエナプラン教育に根差す、アクティブラーニングによる
コミュニケーション的行為の充実に関する教育にあっては、異なる発達年齢の
多面的な物事への見方考え方により、自分には考えられない価値との遭遇とな
ることが頻繁に考えられる。その際に、これまで培ってきた自分自身の価値と
の相違により、価値葛藤や dilemma に陥ることも考えられる。しかし、これら
の過程を経て得られる価値においては、今までに自分自身の中には想像もでき
なかった未知との遭遇も考えられる。 
  例えば、香川県内の小学校児童(2016)による
「縦割り創造活動（道徳、特別活動、総合的な
学習の時間を統括的に考えられたカリキュラ
ム）」の場合、第 1 学年～6 学年までの 6 年間の
年齢差を経た児童たちが活動する。活動内容で
は、数種類の昔の遊びについて、異年齢(1～6
学年混合)により、玩具づくりから遊びの実際ま
でを行う。遊びについては、上記の写真のよう
に、ひとつの異年齢間のグループによって、対話によるコミュニケーション的
行為の充実を重ねながら、自他相互の良さを共有し合うこととなる。その過程
において、遊び方による説明などから他者の良さを学び、第三者の傍観児童た
ちもその状況を見て学ぶのである。この「学び」について、佐藤(1951-)は「学
びの共同体」において示唆しており、モノ（対象世界）との出会いと対話によ
る「活動(action)」、他者との出会いと対話による「協同(collaboration)」、自
分自身との出会いと対話による「反省(reflection)」が三位一体となって遂行
される「意味と関係の編み直し(re-contextualization)」の永続的な過程とし
て定義されている。10)    
 図４  「主体的対話的学びによる多面的・多角的思考」11) 
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 このように、「学び」とは、対話によるコミュニケーション的行為の充実に
より、多面的な見方考え方を実現し、自他へのこれまでの見方考え方とは異な
る、言わば深い思考へと結びつく。永田(2017)は、「主体的対話的学び」「多面
的・多角的思考」について図４のように示し、11)    対話による協同的学びから
思考が深まり、「自分のこととして」の道徳的自覚を心に抱くこととなる。この
道徳的自覚に際し、大きくは価値の共有が必要となるのだが、この過程におい
て、相互認知され得る対話が成されることが最も重要と考えられる。例えば、
本授業から検討すると、児童同士との関係性において、「望ましい人間関係づく
り」が構築されていなければ、周囲との価値を取り入れようとする意識は希薄
化し、言わば、対話という関係性は成立しないこととなる。しかし、自他相互
において、上記に示した人間関係づくりが構築されていると仮定するならば、
相手への傾聴する姿勢が十分考えられ、このことから進捗すれば、十分な価値
の共有も考えられ、対話による多面的・多角的な思考による道徳性の向上も期
待され得る。つまり、相互認知され得る対話を重視した学級づくりを行うこと
が根底にあり、その点において、上記で示した「学びの共同体」という、ひと
つの目的に向かうための集合体を構築することが求められる。例えば、指導者
である教師による「～のような集団づくりのための異年齢集団づくり」などの
課題意識をもった共同体をつくることが重要である。すなわち、こうした共同
体のなかにおいても、望ましい人間関係づくりを構築するための教育原理が重
要であり、この点においては、相互認知に根差し、自他相互に価値を共有し合
うことのできるコミュニケーション的行為を構築することが重要と考えられる。
そのためには、相互に信頼関係を構築することのできる主体性のある多面性・
多角性に関する対話が必要であり、イエナプラン教育などの異年齢集団による
コミュニケーション的行為の構築では、前述した望ましい人間関係づくりの成
立を可能にするものと思われる。なお、異年齢集団による効果としては以下の
側面が考えられ、相互主体的なコミュニケ－ション的行為による自己肯定感の
意義を果たすことが期待される。 
 ＜異年齢複合カリキュラムによる効果＞ 
①異年齢の関わり合いによる「道徳的価値の共有」→「自他への認知、尊厳」
→「自己肯定感の高まり」へと繋がる。 
②異年齢による「縦と横のつながりを知る」→「命のつながりを知ること」
→「生かされていること」への意義を実感する。 
③共に課題を解決していくことにより、相互の協調性と達成感が生まれる。 
④相互の関わり合いにより、自他の個性を尊重するようになる。 
⑤関わり合いにより、「自分は大切にされている」との実感を得る。 
 また、自己肯定感の構築にあっては、相互における自尊感情が関係し合って
おり、コミュニケーション的行為の充実における望ましい人間関係づくりのた
めの集団づくりとして、重要な視点と考えられる。この自尊感情について、ロ
ーゼンバーグ(1965)は、自分を「非常によい（very good）」ととらえる場合と、
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「これでよい（good enough）」ととらえる場合の 2 つの異なる意味を指摘し、
後者の立場に立って自尊心の測定尺度を作成した。つまり、自尊心が高いとい
うことは、他者と比較して優越感や完全性を感じることではなく、 自分自身の
価値基準に照らして、自分を価値のある人間だと尊重することだとしている。12)  
この理論から検討すると、異年齢における多面的・多角的なコミュニケーショ
ン的行為が行われることにより、発達年齢が異なるが故に、高年齢児童は低年
齢児童に対し、「教えてあげたい」と感じ、または、反対に低年齢児童は高年齢
児童に対し、頼るようになることが考えられる。さらには、この状況の傍観児
童はその光景を見て、「教えてあげるのは凄い」などの尊敬感情を抱くことも考
えられる。よって、この過程を経て、相互主体的な自尊感情が育まれ、そのよ
うな集合体において、「価値ある人間だ」と感じることのできる相互認知に関す
る自己肯定感を抱くものと思われる。また、このことは「こうすればうまくい
く」などの期待感や自信ともなり、自己効力感を抱くことへと繋がる。この自
己効力感については次章で考察し、異年齢によるコミュニケーション的行為の
果たす意義について検討したい。 
 
Ⅳ 拡張した異年齢活動における自己効力感に関する教育原理の考察 
 自己効力感について、バンデューラ(1925)は、動機づけに大きな影響を及ぼ
す要因の 1 つと考え、 自己効力感は、その行動を実際に始めるかどうか、どの
くらい努力を継続するか、そして困難に直面したときにどのくらい耐えられる
か、ということを決定づけるものとしている。また、自己効力感には、成功経
験（最も重要な要因で、自分自身が何かを達成したり、成功したりした経験）、 
代理経験（自分以外の他人が何かを達成したり成功したりすることを観察する
こと）、言語的説得（自分に能力があることを言語的に説明されること、言語的
な励まし）、生理的状態（心身の状態が良好なこと）、想像的体験（自己や他者
の成功経験を想像すること）、承認（他人から認められること）の 6 つが考えら
れ、13)   異年齢児童生徒たちによるコミュニケーション的行為について、多大
な影響を及ぼすものと考えられる。特に、「承認」については、異年齢活動にお
いて、「これまでは、同学年で分かってもらえなかった」内容であっても、発達
年齢が異なるが故に、Ⅲで示した多面的・多角的な見方考え方が成されること
により、「承認される」という達成感と心身が良好である生理的状態に繋がるこ
とが予測される。また、言語的説得や想像的体験など客観的な側面により、自
己肯定感が培われることで自信にも繋がり、自己存在価値を得ることとなる。
つまり、このことが自己効力感へと変わり、児童生徒たちは学級における「心
の居場所」を抱くこととなるのである。 
 異年齢活動におけるイエナプラン教育では、大きくは、年齢幅が 3 か年によ
る異年齢集団での構成となっているが、例えば、この年齢幅が 3 か年以上の年
齢幅であった場合はどのような状態となるであろうか。Ⅲで示した日本国内に
おける香川県の小学校の事例では、年齢幅が 6 学年となっていて、6 歳の年齢
幅のある児童生徒たちによる関わり合いが行われるのである。まだ、就学して
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 間もない第 1 学年児童にとって、初めての学校教育であり、学校という世界が
未知なる遭遇にもかかわらず、第 2～6 学年児童の支援により、自分では困難と
なっていた課題を解決することが可能になる。また、本校における小学校の先
人として培ってきた数年の姿を第 1 学年児童に示すこととなり、その姿を他学
年の児童が傍観している状況が見出されることとなる。つまり、集団づくりに
おいて重要である点は、「ひとつの目標値に向かう」ための意思疎通に関する動
機付けであり、そのために教師は、課題解決していくことのできる方法論を提
示することが重要である。例えば、課題設定をするとき、児童生徒の意見をふ
まえながら、「どのような課題にしていくのか」について、話し合わせていくこ
とが必要である。そして、児童生徒の一つひとつの意見を尊重し、それらを総
合的に咀嚼しながら課題解決していくことのできる手立てが必要である。その
ために教師は、課題設定の選択肢を提示、会話形態の工夫（異年齢における小
集団を構成）するなどし、コミュニケーション的行為が有意義に行われるよう
な環境設定を行う必要がある。そうすることにより、同学年では承認されなか
った場合でも、他学年では承認されることも生じ得る。ともなれば、バンデュ
ーラの言う承認と自己効力感にも繋がり 14)、いじめ防止や学校健康安全教育、
特別支援教育を含む、学校教育活動全体に関する、全人的な望ましい人間関係
づくりにおいて、多大な肯定的効果をもたらすものと考えられる。 
 前述した自己効力感に関する異年齢集団の構成を検討すると、年齢幅が拡張
された発達段階の構成により、集団的学びが深まることが推測される。しかし、 
 
図５ 道徳性（自己肯定感、自己効力感、自尊感情）を高める会話形態モデル  
大勢の人数であった場合、言
わば、「引っ込み思案の児童生
徒」は「積極的児童生徒」に
隠れ、自我のみならず、自分
の思いや直接対話によるコミ
ュニケーション的行為が成立
できない可能性も否定できな
い。そう仮定すると、自己効
力感を達成するためには、適
度な会話形態に関するコミュ
ニケーション的行為の人数が
求められ、各々が十分に会話
でき、自他への相互認知から
承認され、価値の共有が成さ
れることが重要である。 
筆者(作田)は、自己肯定感、
自己効力感、自尊感情などの
道徳性を高めるためのコミュ
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ニケーション的行為による会話形態について、男:2 対女 2 の会話形態が最も効
果が期待できるものとしている。15)   これらを総括して検討すると、図５の
異年齢会話形態モデルが考えられ、最も有効な小集団としてのコミュニケーシ
ョン的行為の成立が考えられる。このような 4 名かつ、男女 2 名ずつによる 2
歳差の異年齢児童生徒の会話形態により、十分な意思の疎通が考えられる。な
お、距離感については、概ね 1～1.5ｍの距離感形成により、適度な感覚による
コミュニケーション的行為が図られるものと思われる。そして、相互主体的な
アクティブラーニングに根差した対話が成されることで、他者認知から自己認
知（自己への気づき）にも繋がり、十分な相互認知と自己肯定感、自己効力感、
自尊感情などを構築する要因ともなる。また、図５の発達年齢では、15 歳から
7 歳の幅における義務教育課程を対象としており、このことは、小中連携、小
中一貫教育が行われている今日、拡張された異年齢教育により、道徳性を育む
ことが期待される。しかし、この会話形態においては、ひとつの学級集団にお
ける、ある共通の方向性が必要となる。例えば、学級目標「全員が分かり合い、
笑顔いっぱいの学級」がつくられたとすると、学級全員が一丸となって心を支
え合うことのできる目標に関する動機づけが重要となる。動機づけそのものに
ついては、多くの研究者により、多面的な定義づけが成されているが多くは、
「方向づけ」と定義しているものが多い。この動機づけについて市川(1995)は、
「目標を達成するために行動を方向づけて維持するもの」16)  と定義しており、
小集団による動機づけについては、こうした、あるひとつの目標を達成するた
めに向かう方向づけが成されることで、より道徳性を育む会話形態を促進し、
自己肯定感、自己効力感、自尊感情を高める効果が期待される。いずれにせよ、
異年齢間における動機づけ、道徳性を高めていくために、コミュニケーション
的行為の充実は最も重要であり、コミュニケーション的行為の方法論によって
は、学び、思考、自己省察などの学習過程において多大な影響を及ぼすことと
なる。 
 
Ⅴ  異年齢教育に果たすコミュニケーション的行為の役割 
   J.ハーバーマス(1929)は、コミュニケーション的行為において、意思疎通で
ある「了解」について重視しており、その成し得る意義について、各々から他
方に向けた「文化伝達」されることの重要性について述べている。17)   この文
化伝達とは、前述した異年齢集団における直接対話によるコミュニケーション
的行為において各々の培った価値を共有することでもあり、異年齢集団におい
ては、特に、発達年齢の高い児童生徒から発達年齢の低い児童生徒への価値が
共有されることとなる。こうした対話による「年齢を超えた学び」において、
発達年齢の低い児童にとっては、未だに学ぶことのない価値について共有され、
同年代とは大きく異なる見方考え方を培うこととなるであろう。また、これと
は逆に、発達年齢の高い児童生徒は、低学年児童に対する直接対話により、教
えたり、話を聞いたりすることで低年齢の児童から慕われることにも繋がる。
そして、こうした過程を経て自信へと繋がり、バンデューラの示す承認などの
作田　澄泰・中山　芳一
─ 10 ─
 自己効力感が培われることとなる。 
  また、コミュニケーション的行為については、意思疎通が重要となり、同年
齢同士の場合、全て意思疎通が図られる児童となるとは言い難い。多くの教師
は経験したであろう学級経営又は、授業形成において、20～35 人程度の学級が
多くみられるが、活発的な児童が率先して発言や活動をし、消極的な児童は、
自分の思いや意見、行動などを周囲へ表現できないことが多い。そのため、対
話による価値の共有が成されずに授業が終わることがみられるため、多面的・
多角的思考に根ざした学び合いが成されにくくなる。しかし、異年齢集団によ
る対話を講じれば、言わば、引っ込み思案である児童であっても、発達年齢の
高い児童に頼ろうとする傾向が伺える。また、そうした児童に対して、発達年
齢の高い児童は、全力を尽くして教えようとするなどの文化伝達を行おうとす
る。だが、ここで大事な点は、異年齢小集団を形成する際に、全て消極的な児
童集団にするのではなく、積極的児童を最高年齢で構成するのであれば、最小
年齢児童については、消極的児童を構成するとよい。このように、バランスを
保った小集団づくりが重要であり、こうした過程を経て、対話による多面的・
多角的な対話によるコミュニケーション的行為が成立することとなる。 
  また、J.ハーバーマスは、理想的なコミュニケーションの共同体において、
「人々は、他人の論拠に納得すれば、自分の意見や個人的な利害を捨てて、よ
り普遍的と思われる意見に自分を合わせることとなる」18)  点を示しており、
真実の意味における納得ある相互認知を表すこととなる。また、人々は自分た
ちの討議を通して、規範を、価値を作り出し、それを自ら生きようとする。こ
れを「内からの超越」と J.ハーバーマスは名づけており、19)   こうした過程を
経て、真に人間社会の中において繋がりを感じ、「生きている」から「生かされ
ている」ことへの心情へと変容する。つまり、「いのち」の繋がりを感じること
となるのであって、対話による深い学びにより、「命のおもさ」と「生かされて
いる命」と自己の存在意義について気づくこととなる。この「命」について、
渡邊(2016)は、以下のように述べており、20)   対話コミュニケーション的行為
によって、特に、「つながり」について培うことが可能となる。これには、自他 
を受け入れようとする心
が養われ、これまでの「自
分自身への気づき」に繋
がる自己省察を行ってい
くことにより、これまで
の自分とは異なる自分と
の遭遇となり、新たな見
方考え方に繋がるものと思われる。しかし、ただ単に対話を行うのではなく、
前述した学級目標などのひとつの方向付けに即した異年齢対話を行うことによ
り、異年齢ならではの異なる発達年齢による価値が共有され、自己の存在価値
意識を感じ取ることとなり、「自信をもってやりたい」など、次への活力へと繋
がるのである。そのことがまた、充実した時間を過ごすことができ、幸福感を
①命の神秘性（たくましさと不思議さ）           
②命の超越性（人間の力を超え，与えられたもの）
③命の有限性（不可避な死）           
④命の非可逆性（元に戻せない一回性） 
⑤命の連続性（縦のつながり）     
⑥命の相互依存性（横のつながり）      
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感じ取ることが可能となる。こうした、異年齢集団による学びの共同体におけ
る多面的・多角的対話の構築と自他を認め合う信頼関係の構築により、「毎日が
楽しい」と思える生活習慣が予期されよう。そうした側面から考えれば、学校
教育における集団づくりにおいては貴重な時間を過ごすこととなり、また、集
団づくりにより関わり合うことの成す意義は大きくなると思われる。つまり、
拡張した異年齢コミュニケーション的行為の充実により、深い価値の共有へと
繋がり、いじめ防止、学校健康安全教育及び、特別支援教育を含む、全人的な
安心した教育環境の側面から、「いのち」に根差した教育原理の根底たる姿を見
出すことが可能となるであろう。 
 
Ⅵ  おわりに 
  コミュニケーション不足が叫ばれる今日、直接対話による会話の成す役割は
大きい。また、こうした集団づくりの対話の機会がつくられる場として、学校
教育において果たす環境的要因は大きく、絶対不可欠な要因とも言える。そし
て、このような学校教育における役割が成されるが故に、家庭内の直接対話を
含む、家庭教育が成立し得る面もあり、学校と家庭は密接に関係し合っている
ことは言うまでもない。また、本稿で示した異年齢対話に関するコミュニケー
ション的行為が十分に成されれば、自他の価値を共有し合うことができ、消極
的な児童生徒たちも「自分のことを受け入れてもらえた」という成功経験とな
り、このことがまた、自信にも繋がる。そうすれば、「学校が楽しい」「人と話
したくなる」などのプラスの効果が成され、学校健康安全教育及び、全人的な
安心した教育環境の視点に根差した幸福感を感じ取ることができるようになる。 
  オランダの子どもたちは、異年齢であるイエナプラン教育のもと、自由に他
の年齢の児童と関わり合う。その過程の中において、自他を理解してもらえる
という心情が苛まれ、また、こうした発達年齢を超えたコミュニケーション的
行為により、多面的・多角的な見方考え方を行うことができ、学力の向上にも
繋がることが期待されるのである。そして、このような学校教育において、オ
ランダの子どもたちには幸福感を感じる割合が多く、毎日が充実した日々を送
り、「学校が楽しい」「生きることが楽しい」という生命感を感じつつ、人間と
しての全人的な要因に立った学びが構築されるものと思われる。 
  しかし一方では、イエナプラン教育をはじめとする異年齢教育において、以
下の課題も考えられ、異年齢教育の方法次第では、様々なマイナス要因を引き
起こし兼ねない。そのため、教師は前述した学級目標や「どのような学級にし
たいか」「どのような学
びにしたいのか」など
について、一定の方向
づけを行うことが必要
となってくるであろう。
そうした方向づけや対話に行き詰まった時の助言や手立てを講じることで、児
童生徒たちは軌道修正され、同じひとつの目標値に向かって学びを深めること
① 異年齢同志による自尊感情，自己肯定感の喪失
② 仲間意識の低下と孤立感 
③ 規範意識とモラルへの低下 
④ 高年齢児童による道徳性発達の停滞 
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 となる。また、こうした学びを深める過程が重要であり、その過程に向かって
異年齢による学びが深まる時、さらなる幸福感を培うことができるであろう。 
 例えば、仮定するなどの発問をすることで、児童生徒たちはさらに思考を凝
らし、創造をめぐることが想定される。S.I.Brown/Walter(1970)は、『関心が払
われなかった問題設定そのものを創発する「問題づくり」の重要性を述べ、
What-if-Not の方略を提案している。（もし、～なら）という見方考え方、決ま
りきった定型の価値ではなく、多面的な見方考え方を培う』としている。 21)   
つまり、教師の支援として重要な点は、児童生徒自らが、What-if-Not を創発
することを励まし、手助けすることが重要であると考えられる。つまり、教師
がこうした手立てを講じることにより、児童生徒たちにとっても思考の創造的
な幅が広がりをみせ、「もっと、別の方法があるかもしれない」などの発想の転
換にも繋がり、対話による多様性にも繋がるのである。 
また、本教育原理の考察によれば、義務教育課程に限った発達年齢の異年齢
集団における対話の内容であったが、年齢幅をさらに拡張した場合、例えば、
就学前の子どもや成人近くの高校生たちの発達年齢による異年齢をどのように
考えるのかなど、拡張した異年齢集団づくりについては、今後の教育原理の効
果として検討が必要な視点であろう。前述した、年齢幅をさらに拡張した集団
づくりについて述べるとすると、例えば、18 歳から 7 歳までの年齢幅による小
集団の対話により、さらなる発達年齢を超えた価値の共有が成されるかもしれ
ない。ただ、18 歳～16 歳については、成人に限りなく近い存在であるため、思
考判断については、発達年齢の低い 7 歳児童にとっては、対話が困難となるケ
ースも否定できない。この点における考察については、実践研究結果を踏まえ
ながら慎重に考察すると共に、さらなる異年齢集団による教育原理の考察と幸
福感に基づいた教育原理を考案していく。そして、信頼関係の構築と望ましい
人間関係づくりに向け、さらなる異年齢集団及び、学級づくりの考察を行い、
日本国憲法の理念に基づき、児童生徒たちにとって、より幸福感に結びつくた
めの教育原理追及の内容を目標としたい。 
  
付 記 
 本稿は、作田澄泰が考察及び、全稿執筆を行い、中山芳一が校閲を加えた。 
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Consideration of educational principles rooted in multifaceted and multifaceted  
thinking 
―From an educational method based on Jena Plan education case― 
 
Kiyohiro SAKUDA*1，Yoshikazu NAKAYAMA*2 
 
Today, school education that emphasizes thinking, judgment, and expression is 
required, and there is a need for an educational principle based on the creation of 
a proactive group based on a multifaceted view of things. In particular, build up 
moral sentiment, build sublime morality rooted in moral judgment, and foster thinking, 
judgment, and expression through multifaceted thinking by enhancing educational 
methods for direct communication through dialogue. Will be the basis for higher 
education and important educational principles for working people in the future. 
Considering the above points, considering the principles of education in Jena Plan 
education in the Netherlands and different age education in Japan in order to build 
human relations that are the foundation of group building, and by enhancing 
communication activities such as dialogue and active learning, He suggested that 
self-affirmation, self-efficacy, morality, etc. were cultivated and that an 
educational principle for the pursuit of ideal happiness was established. 
 
Keywords: Independent, interactive and deep learning，Multifaceted perspective， 
self-affirmation，happiness pursuit 
 
*1  Waseda University Research Institute for Teacher Education  
*2  Okayama University whole school education and student support organization  
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